
 

 

 
 

・・交交通通問問題題をを解解決決しし、、「「再再検検討討のの目目的的」」をを達達成成すするるたためめのの  

対対策策案案にに関関すするるアアイイデデアアをを、、みみななささんんでで出出しし合合っっててくくだだささいい。。  

・・そそのの上上でで、、対対策策案案ににどどののよよううなな役役割割（（効効果果））をを期期待待すするるののかかをを

おお聴聴かかせせ下下ささいい。。  

・・道道路路のの整整備備にに限限ららずず、、道道路路整整備備以以外外のの対対策策案案もも含含めめてて  

おお考考ええくくだだささいい。。  
 
 

 
 

・・対対策策案案をを検検討討すするる際際ににはは、、影影響響がが及及ばばなないいよよううにに配配慮慮すすべべきき  

ここととやや場場所所をを、、ああららかかじじめめ整整理理ししてておおくく必必要要ががあありりまますす。。  

・・対対策策案案をを考考ええるる上上でで配配慮慮すすべべきき事事柄柄にに関関ししてて、、地地元元ななららででははのの

情情報報ををおお聴聴かかせせ下下ささいい。。  
 
 

～ 日立道路検討会 ＰＩ実施事務局 ～ 

みなさんにお伺いしたいこと 

テテーーママ①①  

５５つつのの目目的的をを達達成成すするるたためめににはは、、  

ルルーートト案案ををははじじめめととししてて､､どどんんなな対対策策案案がが

考考ええらられれまますすかか｡｡ままたた､､そそのの対対策策案案ににはは  

どどののよよううなな役役割割をを期期待待ししまますすかか  

テテーーママ②②  

対対策策案案のの検検討討ににああたたりり、、どどんんななここととやや  

どどんんなな場場所所にに気気ををつつけけるる必必要要ががあありりまますすかか｡｡

ででききるるだだけけ具具体体的的にに教教ええてて下下ささいい  

資料 － ４



みなさんにお伺いしたいことみなさんにお伺いしたいこと

平成２０年６月１５日（日）平成２０年６月１５日（日）平成２０年６月１５日（日）

日立道路検討会日立道路検討会日立道路検討会 ＰＩ実施事務局ＰＩ実施事務局ＰＩ実施事務局

１．グループ討議のテーマ１．グループ討議のテーマ
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

議論のテーマ議論のテーマ①①

５つ５つの目的を達成するためにはの目的を達成するためには、、

ルート案をはじめとしてルート案をはじめとして､､どんな対策案がどんな対策案が

考えられますか考えられますか｡｡またまた､､その対策案にはその対策案には

どのような役割を期待しますかどのような役割を期待しますか。。

交通問題を解決し、「再検討の目的」を達成するための
対策案に関するアイデアを、みなさんで出し合ってください。

その上で、対策案にどのような役割（効果）を期待するの
かをお聴かせ下さい。

道路の整備に限らず、道路整備以外の対策案も含めて
お考えください。
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

議論の議論のテーマテーマ②②

対策案の検討にあたり、どんなことや対策案の検討にあたり、どんなことや

どんな場所どんな場所にに気気をつけるをつける必要必要がありますかがありますか｡｡

できるだけ具体的に教えて下さい。できるだけ具体的に教えて下さい。

対策案を検討する際には、影響が及ばないように
配慮すべきことや場所を、あらかじめ整理しておく
必要があります。

対策案を考える上で配慮すべき事柄に関して、
地元ならではの情報をお聴かせ下さい。



２．グループ討議のきっかけに・・・・２．グループ討議のきっかけに・・・・

交通問題解決のアイデアを検討するために、日立市
の交通の現状と原因に関する情報を紹介します。

また、どのような配慮すべき場所や施設があるか、
今回のグループ討議用の図面に描かれている場所
や施設を紹介します。
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

１．日立市の交通問題と原因１．日立市の交通問題と原因
(1) (1) 渋滞の状況渋滞の状況①①

多くの交通が国道6号に集中

■ 日立市内の交通量 ■

※交通量（台/日）・・・観測地点を１日に通過する台数

出典：Ｈ１７道路交通センサス

多賀町付近
（国道６号 水戸方面）

3.4万台/日 3.5万台/日

2.4万台/日

2.7万台/日 2.9万台/日

2.5万台/日

2.2万台/日

1.3万台/日
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

１．日立市の交通問題と原因１．日立市の交通問題と原因
(1) (1) 渋滞の状況渋滞の状況②②

10.5％

2360台/12h

9.4％

2209台/12h

28.9％

5372台/12h

19.8％

3787台/12h

15.2％

2930台/12h

12.2％

2052台/12h

30.3％

5074台/12h

5.4％

569台/12h

国道245号は、5台に1台が大型車

■ 日立市内の大型車の混入率と交通量 ■

※ 大型車混入率 ＝ 昼夜12時間の交通量合計に対する大型車の割合
大型車交通量（台/12h） ＝ 昼夜12時間に観測地点を１日に通過する大型車の台数

出典：Ｈ１７道路交通センサス
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

１．日立市の交通問題と原因１．日立市の交通問題と原因
(1) (1) 渋滞の状況渋滞の状況③③

国道6号、245号は道路の容量以上の交通が流入

■ 日立市内の混雑率 ■

※混雑率 ＝ 実際に走行する車の台数 ／ どれだけ車を通すことができるかの能力
（参考：混雑度の目安） 混雑度が1.0以下なら円滑に走行できる状態、

1.25～1.75ならピーク時間を中心に混雑する状態、
1.75以上なら慢性的に渋滞が発生する状態

出典：Ｈ１７道路交通センサス

1.90 2.19

0.46

1.79
1.84

2.16

0.43

1.52



8

日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

１．日立市の交通問題と原因１．日立市の交通問題と原因
(2) (2) 渋滞発生の主な原因渋滞発生の主な原因①①

徒歩
21%

鉄道
7%バス

3%

自動車
64%

二輪車
5%

総発集量
90.9万T.E.

資料：県北臨海都市圏総合都市交通体系調査報告書（現況分析編） H15.3

※日立市を対象に集計。

※総発集量：日立市内を出発する、もしくは、日立市に到着する人の移動の総量。

※T.E.（トリップエンド）：１人１人の移動を「トリップ」というのに対し、１つのトリップの出発側と到着側を
それぞれ「トリップエンド」という。

自動車の利用が6割以上と高い
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

１．日立市の交通問題と原因１．日立市の交通問題と原因
(2) (2) 渋滞発生の主な原因渋滞発生の主な原因②②

平地が細長く、幹線道路が南北に延びる

南北に延びる細長い形状

大みか地区

多賀地区

日立地区

小木津地区
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

１．日立市の交通問題と原因１．日立市の交通問題と原因
(2) (2) 渋滞発生の主な原因渋滞発生の主な原因③③

内々
  ３８％

（1.0万台）
内外
４７％

（1.2万台）

通過
１５％

（0.4万台）

通過
１３％

（0.5万台）

内外
４７％

（1.8万台）

内々
  ４１％

（1.6万台）

国道6号、245号は、様々な移動をする交通が混在

■ 日立市の出発地・目的地別内訳 ■
（幹線道路の合計）

資料：平成19 年7 月31 日ナンバープレート調査に基づき整理

①日立市南部 ②日立市北部

②①

内々交通 ＝ 出発地も目的地も日立市内

内外交通 ＝ 出発地か目的地のいずれ
か一方が日立市内で、もう
一方は日立市外

通過交通 ＝ 出発地も目的地も日立市外
で、日立市を通り抜けるだけ
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

１．日立市の交通問題と原因１．日立市の交通問題と原因
(2) (2) 渋滞発生の主な原因渋滞発生の主な原因④④

1.1

1.4

1.7

3.2

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

信号交差点密度（箇所/km）

国道６号（日立市内）

国道６号（県内平均）

国道245号（日立市内）

茨城県内国道平均

約３倍の密度約３倍の密度

国道６号の交差点や信号が多い
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

22．配慮すべき場所、施設．配慮すべき場所、施設
(1) (1) 配慮すべき場所、施設の視点配慮すべき場所、施設の視点

社会的視点

・工場 ・学校 ・病院

・公園 ・グランド

など

歴史的視点

・遺跡 など

自然的視点

・自然資源

など

例として、次のようなものが考えられます。

みなさんなら、どんな点に配慮しますか？
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

凡例： 工場 学校･病院 公園･グランド等

２．配慮すべき場所、施設２．配慮すべき場所、施設
(2) (2) 社会的視点から見た配慮すべき場所、施設社会的視点から見た配慮すべき場所、施設

日立製作所

日立アプライアンス
多賀事務所

日立化成

日立エレクトリック
システムズ

日立製作所
日立事務所

茨城大

会瀬小

介護老人保健施設

成沢小

大久保小

おおくぼ保

助川中

助川小

日立二高

諏訪小

日立総合
病院

市民運動公園

大久保幼

日立自動車学校

塙山幼

きたむこう保

大沼幼

河原子中

金沢老人
福祉センター

すえひろ児童館

すえひろ老人の家

市役所中部支所

多賀消防署

山手病院

塙山小 大久保中
ときわ第一
児童公園

かねさわ
市民プール

河原子幼
鶴ヶ塙

老人ホーム

河原子小

多賀総合病院

会瀬幼

日立製作所
グラウンド

川崎胃腸科
肛門科病院

国分体育館 多賀中

油縄子小 大宮雨降川線
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

２．配慮すべき場所、施設２．配慮すべき場所、施設
(3) (3) 歴史的視点から見た配慮すべき場所、施設歴史的視点から見た配慮すべき場所、施設

大宮雨降川線

凡例： 遺跡など

池の川遺跡

津神社

新城館跡
初崎砲台跡

瓜ボッコ遺跡

釜道遺跡

アラク遺跡

南田手沼遺跡

要害遺跡

助川海防城跡

石内窯跡

八反遺跡
要害城跡

河原子古墳群

後谷遺跡
今宿遺跡

吉五郎台遺跡

天神後遺跡

志々前遺跡

弁才天遺跡

高野遺跡 西の内遺跡

太子谷遺跡

屋代遺跡
天王遺跡

金沢館跡

長福寺
寺前遺跡

大窪城跡 根岸遺跡

宮の後遺跡

十王堂遺跡
堀内遺跡

後沢遺跡

上の内遺跡

塙台遺跡

天満神社
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日立道路再検討プロジェクト 第２回ワークショップ

２．配慮すべき場所、施設２．配慮すべき場所、施設
(4) (4) 自然的視点から見た配慮すべき場所、施設自然的視点から見た配慮すべき場所、施設

凡例： 配慮すべき自然資源

干潟

海岸林

自然草原
（海岸草原）

藻場

藻場

海岸林

海岸林

海岸林

干潟

駒つなぎのイチョウ

諏訪のヤマザクラ

大宮雨降川線

助川海防城跡

急傾斜地区域
急傾斜地区域

自然草原
（海岸草原）

自然草原
（海岸草原）




